
主治医： 受け持ち看護師：

月日

項目

活動・安静度

食事

清潔

この経過表は入院から退院までのおおよその経過をお知らせするものです。
諸所の理由で経過通りにいかない場合もありますことをご了承ください。

達成目標

・採血

・発熱がない
・著明な体重増加、浮腫が
ない
・嘔気、嘔吐がコントロー
ルされている

・制限はありません

治療・薬剤
(点滴・内服)

・処置
・リハビリ

・内服薬は全て薬剤師にお渡
しください
・内服薬が変更または中止に
なることがあります

・点滴が終了します

検査

患者様及びご
家族への説明

栄養指導
服薬指導

・医師から治療の説明があり
ます
・看護師が治療の副作用の説
明や生活指導を行います

・治療の副作用症状（吐き
気、食欲不振、息が苦しい
など）がありましたら、お
知らせ下さい
・点滴の刺入部に痛み、赤
みや腫れがある時はお知ら
せ下さい
・輸液ポンプのアラームが
鳴っている時はお知らせ下
さい
・感染予防のため、手洗
い、うがい、マスク着用を
行って下さい

・制限はありません
・通常通り食べられます

・点滴終了後、シャワー浴ができます

・身長、体重
・採血
・尿検査
・心電図
・胸部、腹部レントゲン

   ・起床時体重 ・起床時と15時に体重測定を行い、看護師にお知らせ下さい

宮崎大学医学部附属病院

・治療７日目の朝まで尿量
を測定して下さい

・制限はありません
・制限はありません
・点滴を行っていますので、転倒に注意して下さい

治療５日目 治療６日目 治療７日目

排泄 ・制限はありません
・尿量を測定して下さい
・排泄時は男女共に座って行って下さい

DCF療法を受けられる患者さんへ（前日入院／5日間投与）

患者氏名：

／ ／ ／

・シャワー浴ができます（点
滴開始後は点滴終了までシャ
ワー浴はできません）

・看護師が体拭きや洗髪のお手伝いをします

・オリエンテーションが理解
できる
・副作用症状について理解で
きる

入院 治療１日目 治療２日目 治療３日目

・副作用症状がある時は報告できる
・点滴ルート刺入部に痛み、赤みや腫れがあれば報告できる
・尿量の測定を行う事ができる
・感染予防ができる

【退院後の生活について】
・外出時は手洗い、うがい、マスク着用を行い感染予防をしましょう
・めまい、息切れ、動悸、倦怠感がある時は、休憩し無理をしないようにしましょう
・転倒や怪我、打撲に注意しましょう
・激しい動作の仕事や運動は避けましょう
・吐き気があるときは、無理をせずに食べられるものをゆっくり食べましょう
・排便のコントロールをしましょう
・消化の良いものを食べ、脂肪分の多い食べ物や刺激物は避けましょう
・治療後に口内炎ができることがあります。炎症部位への刺激を避け、こまめにうがいをし、口の中を清潔
にしましょう
・しびれにより手先や足先の感覚が鈍くなることがあります。怪我ややけどに注意しましょう
・薬投与後2～3週間後に脱毛が見られることがあるため、刺激の少ないシャンプーや石鹸を使用し、パー
マやカラーなどは避けましょう
・処方されている薬は、指示通り内服しましょう。市販薬は医師に相談してから使用しましょう
・自分の体に不調を感じたり、気になることがあれば外来に連絡しましょう

【連絡先】
宮崎大学医学部附属病院
平日時間内：内科外来
0985-85-9883
土･日･時間外：3階西病棟
0985-85-1745

／ ／ ／

・起床時に体重測定を行い、看護師にお知らせ下さい

・点滴を行い、抗がん剤が開始されます
・4日間、吐き気止めの内服があります
・体重の増加がみられた時は、利尿剤を使うことがあります

治療４日目

／／


